資料様式２－５（病弱・身体虚弱用）                                           
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　診　　　　断　　　　書
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　性別（　　　）
生年月日　　　　　　　年　　　月　　　日
１　病　　名
２　現在の治療の状況
３　学校生活上特に留意すべき事項
４　 所　　　見（今後の治療及び治癒の見込み等について）
　　　年　　　月　　　日
所在地
病（医）院名
医　師（氏名）
資料様式２－５（病弱・身体虚弱用）  【記入について】
診　　　　断　　　　書
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　性別（　　　）
生年月日　　　　　　　年　　　月　　　日

１　病　　名

２　現在の治療の状況

３　学校生活上特に留意すべき事項
（記入例）・病気により登校できない期間が長く学習空白がある。また、体力がなく集中できる時間も短いため、体調管理をしながら生徒のペースで学習を進めることが必要である。
　　　　　 ・集団生活で受ける心的ストレスから、腹痛や頭痛、微熱が見られる時がある。できるだけ少人数の学習環境を準備することが必要である。
・体育の授業において運動制限はないが、頸椎の不安定性があるためマット運動など首に直接荷重がかかる運動はしない。
　　　 　  ・偏食があるため、学校給食がストレスの原因となる可能性がある。学習や生活に様々な影響を引き起こすことが考えられるため、弁当等の対応も必要である。
　　　　   ・心理的ストレスから頭痛等が見られたり、疲れやすさから朝が起きられなかったりすることがある。ストレスをできるだけ軽減する配慮が必要である。
　　　     ・校外での学習は、体への負担も大きく感染症のリスクも高いため、必要最低限の活動内容・範囲とする。また、校外学習の前には医師の診察を受ける。
４　 所　　　見（今後の治療及び治癒の見込み等について）

　　　年　　　月　　　日
所在地
病（医）院名
医　師（氏名）
病気が重複している場合は、全て御記入ください。





現在の治療方法、通院頻度、服薬の状況（薬の種類、量、回数等）等を記入。





病状や健康状態により、生徒が学校生活を送る上で配慮しなければならないことや制限しなければならないことを記入。


（例） 学習時間における制限


体育における運動制限


　　   給食における食物制限（質や量）


　　   校外での学習における活動制限


感染症予防　等





今後の治療方針（治療の見通し、通院頻度、服薬の状況等）と治癒の見込み等について記入。
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